
審
査
講
評
　
星
　
雅
彦
 

　
　（
美
術
評
論
家
・
詩
人
）

 　
マ
ヨ
イ
ガ
と
は
迷
う
家
の

こ
と
で
あ
る
ら
し
く
、
東
北

地
方
の
伝
説
の
中
に
、
迷
い

な
が
ら
辿
り
着
い
た
桃
源
境

の
話
が
あ
り
、
理
想
の
境
地

を
意
味
す
る
と
い
う
。 

　
作
者
は
沖
縄
の
ニ
ラ
イ
・

カ
ナ
イ
の
思
想
に
や
ど
る
共

存
の
世
界
と
重
ね
合
わ
せ
て
、

一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
想
定

し
た
よ
う
で
あ
る
。 

　
そ
う
し
た
夢
想
的
な
発
想

の
も
と
に
、
図
案
作
成
に
熱

中
し
、
民
家
を
と
り
ま
く
ブ

ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
や
月
挑
や
、

微
風
に
な
び
く
表
現
に
成
功

し
て
い
る
。 

　
そ
の
豊
か
な
配
色
や
緻
密

な
描
写
の
技
術
な
ど
は
、
テ

ー
マ
と
調
和
が
と
れ
全
体
的

に
冴
え
わ
た
っ
て
い
る
。 

～リレーションシップバンキングの機能強化に関するアクションプログラム「地域貢献に関する情報開示」～ 

沖
縄
県
警
察
本
部
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
研
修
生
を
受
け
入
れ

　
夏
休
み
期
間
中
、
県
内
の

小
学
生
五
、
六
年
生
を
対
象

に
実
施
し
た
第
二
回
「
り
ゅ

う
ぎ
ん
子
ど
も
お
金
教
室
」は
、

募
集
開
始
か

ら
二
週
間
で

定
員
二
百
名

を
上
回
る
二

百
四
名
の
応

募
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
午
前
九
時

か
ら
琉
球
銀

行
本
店
で「
お

金
の
流
れ
」

や
「
お
金
の

大
切
さ
」
に

つ
い
て
の
講

義
が
あ
り
、

お
小
遣
い
帳

の
記
入
方
法

な
ど
を
勉
強

し
ま
し
た
。

一
千
万
円
の

紙
幣
束
や
百

万
円
の
硬
貨
を
持
っ
た
り
、

お
札
を
正
確
に
す
ば
や
く
数

え
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
大
人

気
と
な
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
日
本
銀
行
那
覇

支
店
を
訪
問
し
、
新
紙
幣
の

偽
造
防
止
の
仕
組
み
や
技
術
、

日
本
銀
行
の
役
割
を
学
習
。

さ
ら
に
、
バ
ス
で
琉
球
銀
行

浦
添
ビ
ル
に
移
動
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。 

　
最
後
は
、
行
員
食
堂
で
昼

食
を
取
り
、
本
店
へ
の
帰
り

の
バ
ス
で
は
「
り
ゅ
う
ぎ
ん

ロ
ボ
貯
金
箱
」
や
日
本
銀
行

で
も
ら
っ
た「
裁
断
後
の
紙
幣
」

な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
お
金
教
室
は
、
二

〇
〇
三
年
に
琉
球
銀
行
の
創

立
五
十
五
周
年
を
記
念
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
が
、
参

加
児
童
の
父
兄
か
ら
再
開
催

の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
継
続
的
な
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。 

▲大賞「マヨイガ」／山本ふじの 作 

▲札勘（お札を素早く数える技術）競争で熱気に包まれた会場 

▲ロールプレイング大会成績優秀者の皆さん 

▼第13回りゅうぎん紅型デザイン公募展表彰式 

　
琉
球
銀
行
は
、
毎
年
、
り
ゅ

う
ぎ
ん
紅
型
公
募
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
県
内
の
若
手
工
芸
家
の
育

成
と
伝
統
工
芸
で
あ
る
紅
型

を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
す
る
も
の
で
、
十

三
回
と
な
る
今
回
は
、
四
十

点
の
作
品
応
募
が
あ
り
、
応

募
者
も
二
十
歳
か
ら
五
十
七

歳
と
幅
広
い
年
代
に
わ
た
り

ま
し
た
。 

　
そ
の
力
作
の
中
か
ら
、
大

賞
の
「
マ
ヨ
イ
ガ
」（
山
本
ふ

じ
の
作
）
を
は
じ
め
、
五
作
品

の
受
賞
を
決
定
し
、
リ
ウ
ボ

ウ
ホ
ー
ル
で
受
賞
作
品
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
実
施
し
た
「
り
ゅ
う

ぎ
ん
子
ど
も
紅
型
教
室
」に
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
小
学
生
が

多
数
参
加
し
、
紅
型
の
色
づ

け
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
受
賞
作
は
銀
行
ロ
ビ
ー
の

展
示
会
で
も
紹
介
し
た
ほ
か
、

琉
球
銀
行
の
二
〇
〇
五
年
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
頒
布
品
の
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。 

  （
受
賞
作
品
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ryugin.co.jp/kouken/

bingata/13/bingata13.htm

を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
過
去
の
受
賞
作
品
を
素
敵
な

音
楽
と
と
も
に
紹
介
し
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
も
必
見
で
す
） 

受
賞
作
品
（
敬
称
略
） 

◆
大
　
賞
 

　「
マ
ヨ
イ
ガ
」 

　
山
本
　
ふ
じ
の
 

 ◆
技
術
賞
 

　「
蝶
の
舞
う
庭
」 

　
真
栄
城
　
之
枝
 

 ◆
デ
ザ
イ
ン
賞
 

　「
カ
ジ
マ
ヤ
ー（
時
の
流
れ
）」 

　
呉
屋
 
末
美
 

 ◆
奨
励
賞
 

　「
と
ぅ
ー
る
ー（
灯
籠
）」 

　
　
嶺
　
明
子
 

 ◆
奨
励
賞
 

　「
く
じ
ら
日
和
」 

　
石
田
　
麗
 

　
琉
球
銀
行
で
は
、
毎
年
、

各
機
関
や
学
生
の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
対
外
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
沖
縄
県
警
察
本
部

か
ら
二
名
、
学
生
の
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
十
八
名
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。 

　
沖
縄
県
警
察
本
部
か
ら
の

研
修
生
に
つ
い
て
は
九
日
間
、

本
部
業
務
を
中
心
に
研
修

を
実
施
。
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
研
修
成
果
を
窓

口
業
務
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
大
会
で
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
ヒ
ン
ト
に
新
商
品「
L
O
V
E

サ
ン
ゴ
定
期
預
金
」
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。 

　
琉
球
銀
行
は
、
こ
う
し
た

教
育
支
援
を
通
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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